
代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Ｑ　

世
界
医
師
会
と
世
界
獣

医
師
会
共
催
の
第
２
回
国
際

会
議
が
11
月
に
北
九
州
市
で

開
催
さ
れ
る
。
そ
の
意
義
に

つ
い
て
の
見
解
と
県
の
支
援
を

尋
ね
る
。（
５
面
に
関
連
記
事
）

Ａ　

感
染
症
の
約
６
割
を
占
め

る
と
い
わ
れ
る
「
人
と
動
物
の

共
通
感
染
症
」
等
を
テ
ー
マ
に

し
た
国
際
会
議
が
福
岡
県
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
深

く
、
国
内
外
で
共
通
感
染
症
へ

の
関
心
が
高
ま
り
、
医
師
、
獣

医
師
の
連
携
に
よ
る
対
策
が
よ

り
一
層
進
展
す
る
と
期
待
す

る
。
県
も
、
会
議
が
成
功
し
、

意
義
深
い
会
議
と
な
る
よ
う
、

一
般
県
民
向
け
の
「
共
通
感
染

症
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
併

催
を
は
じ
め
、
支
援
し
て
い
く
。

Ｑ　

財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

の
最
終
年
度
で
あ
る
平
成
28

年
度
の
当
初
予
算
案
で
は
、

財
政
調
整
等
三
基
金
か
ら
の

取
り
崩
し
は
回
避
さ
れ
、
年

度
末
の
通
常
債
残
高
は
プ
ラ

ン
を
上
回
る
約
７
８
０
億
円
減

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ

う
し
た
状
況
が
安
定
的
・
恒

常
的
に
維
持
継
続
で
き
る
の

か
危
惧
す
る
。
来
年
度
の
県

税
収
入
見
込
み
が
予
算
割
れ

し
な
い
か
、
地
方
交
付
税
額

の
見
込
み
や
臨
時
財
政
対
策

債
の
算
定
増
を
過
大
に
期
待

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
説

明
願
う
。

Ａ　

平
成
26
年
度
か
ら
28
年

度
を
期
間
と
す
る
財
政
改
革

推
進
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
人
件
費

の
抑
制
、
事
務
事
業
の
見
直

し
、
社
会
保
障
費
の
増
加
の

抑
制
、
建
設
事
業
の
重
点
化
、

財
政
収
入
の
確
保
と
い
う
五
つ

の
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
28
年
度
当
初
予
算
で
は

プ
ラ
ン
の
計
画
額
を
27
億
円
上

回
る
１
５
７
億
円
の
改
革
効
果

を
挙
げ
、「
財
政
調
整
等
三
基

金
の
取
り
崩
し
に
頼
ら
な
い
財

政
運
営
の
実
現
」「
通
常
債
残

高
の
対
平
成
24
年
度
比
５
５

０
億
円
程
度
の
圧
縮
」
の
目

標
が
達
成
で
き
た
。
当
初
予

算
は
改
革
の
効
果
も
織
り
込

み
、
県
税
、
地
方
交
付
税
等

を
合
理
的
な
積
算
に
よ
り
見

込
ん
で
編
成
し
た
。

Ｑ　

１
月
24
日
の
猛
烈
な
寒
波

に
よ
る
県
内
の
被
害
と
県
の

対
応
は
。

Ａ　

路
面
凍
結
な
ど
に
よ
る
２

１
１
人
の
人
的
被
害
、
水
道
管

の
凍
結
・
損
傷
で
28
市
町
村
、

約
22
万
世
帯
で
断
水
し
た
。

農
業
関
係
で
８
億
６
千
万
円
余

な
ど
、
総
額
14
億
１
千
万
円

余
の
被
害
が
発
生
し
た
。
県
は

１
月
26
日
午
前
４
時
に
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
13
市
町

か
ら
の
要
請
を
受
け
自
衛
隊
に

災
害
派
遣
要
請
を
行
っ
た
。
市

町
村
間
の
広
域
給
水
応
援
の

調
整
に
当
た
り
、
県
備
蓄
の

給
水
袋
を
３
町
に
支
給
、
飲

料
水
を
２
市
町
に
供
給
し
た
。

農
業
者
に
は
ハ
ウ
ス
の
点
検
な

ど
を
指
導
。
農
家
が
日
本
政

策
金
融
公
庫
や
農
協
か
ら
借

入
す
る
資
金
は
県
と
市
町
村

で
利
子
補
給
し
５
年
間
無
利

子
と
す
る
。

Ｑ　

タ
イ
国
政
府
観
光
庁
福

岡
事
務
所
と
タ
イ
国
政
府
貿

易
セ
ン
タ
ー
福
岡
が
閉
鎖
さ

れ
る
中
、
本
県
へ
の
タ
イ
国

総
領
事
館
の
誘
致
を
実
現
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
知
事
の

見
解
を
尋
ね
る
。

Ａ　

本
県
は
、
友
好
提
携
先

の
バ
ン
コ
ク
都
を
中
心
に
、
経

済
、
環
境
、
教
育
、
文
化
と
いっ

た
幅
広
い
分
野
で
タ
イ
と
の
交

流
を
積
み
重
ね
て
い
る
。
昨
年

10
月
に
シ
ー
キ
ウ
市
で
福
岡
方

式
に
よ
る
廃
棄
物
処
分
場
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
た
際
、
タ

イ
外
務
省
を
訪
問
し
て
総
領

事
館
設
置
を
要
請
し
、
在
タ

イ
日
本
大
使
館
に
も
支
援
を

お
願
い
し
た
。
併
せ
て
駐
日
タ

イ
大
使
館
に
も
要
請
し
て
い

る
。
総
領
事
館
の
本
来
の
役

割
の
基
礎
と
な
る
本
県
に
お
け

る
在
留
者
、
タ
イ
か
ら
の
旅

行
者
を
増
や
し
、
タ
イ
政
府

と
わ
が
国
の
外
務
省
に
積
極

的
に
働
き
か
け
る
。

Ｑ　

本
県
の
「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
推
進
計
画
」
の
骨
子
案

で
は
「
貧
困
率
は
全
国
数
値

よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

る
が
、
推
進
計
画
案
に
示
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
ま

た
、
県
内
の
子
ど
も
の
貧
困

の
推
計
値
も
明
記
さ
れ
て
い

な
い
。
貧
困
率
改
善
の
数
値

目
標
を
設
定
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
知
事
の
考
え
を
問
う
。

Ａ　

貧
困
率
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
推
計
値
が
あ
る
が
、
県
で

は
、
悉
皆
（
し
っ
か
い
）
調
査

の
結
果
に
よ
る
、
生
活
保
護

世
帯
の
子
ど
も
の
高
校
等
の
進

学
率
、
そ
の
中
退
率
、
高
校

等
卒
業
後
の
就
職
率
、
児
童

養
護
施
設
の
子
ど
も
の
高
校

等
卒
業
後
の
進
学
率
を
数
値

目
標
と
し
て
設
定
し
、
貧
困

の
改
善
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
本
県
の
子
ど
も
の
貧
困

率
が
全
国
数
値
を
上
回
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

計
画
に
記
載
す
る
。

Ｑ　

県
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
、
遊
び
と
生
活
の
場
な

の
で
勉
強
を
教
え
て
は
い
け

な
い
と
指
導
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
と
聞
く
。
柔
軟
な

対
応
を
す
る
よ
う
市
町
村
に

働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
知
事
の
見
解
を
尋
ね
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
の

筑
豊
地
区
の
同
ク
ラ
ブ
97
か

所
に
お
け
る
学
習
機
能
の
付

与
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

国
の
「
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
運
営
指
針
」に
は「
宿
題
、

自
習
等
の
学
習
活
動
を
自
主

的
に
行
え
る
環
境
を
整
え
、

必
要
な
援
助
を
行
う
」
と
あ

る
。
必
要
な
援
助
と
は
、
学

習
時
間
帯
の
設
定
、
宿
題
を

促
す
声
掛
け
と
いっ
た
、
学
習

習
慣
が
身
に
付
く
よ
う
な
援

助
が
考
え
ら
れ
る
。
各
ク
ラ
ブ

の
状
況
に
応
じ
て
国
の
指
針
を

踏
ま
え
た
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
市
町
村
に
助
言
し
て
い

く
。
筑
豊
地
区
の
同
ク
ラ
ブ
で

は
、
週
３
回
程
度
、
退
職
教

員
や
大
学
生
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
学
習
指
導
を
行
う
。

Ｑ　

本
県
の
未
婚
男
女
の
収

入
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

平
成
22
年
の
国
の
調
査
で
は
、

第
１
子
出
産
前
後
の
女
性
の

継
続
就
業
割
合
は
38
％
に
と

ど
ま
る
。
女
性
の
継
続
就
業

の
た
め
本
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

総
務
省
の
平
成
24
年
就

業
構
造
基
本
調
査
に
よ
る
と
、

本
県
は
男
女
と
も
年
収
２
０

０
万
円
台
が
30
％
強
と
高
い
割

合
を
占
め
る
。
県
は
、
男
女

が
共
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
し
、
28
年
度
か
ら
新
た
に

就
業
継
続
な
ど
女
性
活
躍
を

進
め
る
企
業
に
対
し
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
派
遣
、
女
性
が
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の
助
言

を
実
施
す
る
。
27
年
度
は
先

進
的
企
業
の
取
り
組
み
事
例

や
支
援
制
度
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
手
引
き
を
作
成
、「
子
育

て
応
援
宣
言
企
業
」
な
ど
県

内
企
業
に
配
布
。
今
後
も
女

性
が
妊
娠
・
出
産
後
も
継
続

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

整
備
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

県
内
４
か
所
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
型
相
談
窓
口
「
子
ど
も
支
援

オ
フ
ィ
ス
」
が
設
置
さ
れ
る
が
、

平
成
26
年
度
に
お
け
る
生
活
保

護
世
帯
の
19
歳
以
下
の
子
ど
も

の
受
給
率
が
５
・
８
％
と
高
い

筑
豊
地
域
に
設
置
さ
れ
な
い
。

筑
豊
地
域
の
子
ど
も
へ
の
対

応
、ま
た
政
令
市
と
の
連
携
は
。

Ａ　

経
済
的
に
困
窮
す
る
親
へ

の
支
援
と
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち

切
る
た
め
の
子
ど
も
へ
の
支
援

に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も
支

援
オ
フ
ィ
ス
を
県
所
管
の
４
か

所
の
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
務
所
に
併
設
す
る
。

筑
豊
地
域
は
、
水
巻
町
と
行

橋
市
に
設
置
す
る
子
ど
も
支

援
オ
フ
ィ
ス
で
担
当
。
積
極
的

に
訪
問
相
談
・
支
援
を
行
う

と
と
も
に
筑
豊
地
域
で
出
張
相

談
会
も
開
催
。
政
令
市
の
子

ど
も
や
そ
の
世
帯
に
関
し
て

も
、
最
寄
り
の
子
ど
も
支
援

オ
フ
ィ
ス
が
相
談
を
受
け
、
政

令
市
の
自
立
相
談
支
援
事
務

所
に
確
実
に
つ
な
い
で
い
く
。

Ｑ　

急
な
病
気
や
け
が
に
対
す

る
県
民
の
不
安
解
消
と
適
切

な
処
置
、
並
び
に
救
急
医
療

機
関
の
負
担
軽
減
な
ど
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
６
月

に
ス
タ
ー
ト
す
る
「
大
人
の
救

急
医
療
電
話
相
談
」
を
一
層

広
く
周
知
し
普
及
さ
せ
る
た
め

の
広
報
活
動
と
、
市
町
村
へ
の

働
き
掛
け
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

現
在
、
覚
え
や
す
い
電

話
番
号
と
な
る
よ
う
事
業
検

討
委
員
会
で
協
議
し
て
お
り
、

決
ま
り
次
第
全
戸
配
布
広
報

紙
「
福
岡
県
だ
よ
り
」、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に

よ
る
広
報
の
ほ
か
、
電
話
番

号
や
利
用
時
間
を
記
載
し
た

財
布
に
入
れ
て
携
行
可
能
な

カ
ー
ド
、
固
定
電
話
や
携
帯

電
話
に
貼
る
シ
ー
ル
な
ど
工
夫

を
凝
ら
し
た
啓
発
物
を
検
討

し
た
い
。
市
町
村
に
も
広
報

紙
へ
の
掲
載
、
回
覧
板
、
自

治
会
を
通
じ
た
幅
広
い
周
知

を
働
き
掛
け
て
い
く
。

Ｑ　

今
年
度
中
に
「
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
計
画
」
が
策

定
さ
れ
る
。
体
制
整
備
も
含

め
、
計
画
的
な
対
策
の
推
進

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

子
ど
も
の
成
長
段
階
や
家

庭
環
境
に
応
じ
、
き
め
細
か

く
支
援
す
る
。
計
画
の
策
定

は
６
部
局
24
課
室
か
ら
な
る

「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
策

定
検
討
会
」
を
設
け
、
全
庁

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

策
定
後
は
こ
の
検
討
会
を
発

展
的
に
再
編
し
、
そ
の
組
織

の
下
で
事
業
の
進
捗
や
目
標
の

達
成
状
況
を
検
証
、
必
要
に

応
じ
て
施
策
の
充
実
強
化
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
有
識
者
を

構
成
員
と
し
た
会
議
を
設
け
、

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
種

施
策
に
対
す
る
評
価
や
助
言

を
い
た
だ
く
。
県
の
取
り
組
み

と
併
せ
、
新
設
す
る
子
ど
も

支
援
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
に
関
係

者
一
体
と
な
り
、
地
域
を
挙

げ
て
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
協
定
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ａ　

国
の
対
応
は
、
国
民
の

不
安
を
払
拭
し
つ
つ
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
で

我
が
国
経
済
の
再
生
と
地
方

創
生
を
推
進
し
、
強
い
経
済

を
実
現
す
る
と
い
う
政
府
の

決
意
を
示
し
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
る
。
県
と
し
て
は
、

福
岡
県
の
大
事
な
農
林
水
産

業
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
と

同
時
に
、
攻
め
の
農
林
水
産

業
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
国
の
関
連
予
算
を
最

大
限
に
活
用
し
、
県
独
自
の

対
策
も
強
化
し
て
生
産
性
や

品
質
の
向
上
、
輸
出
拡
大
に

向
け
て
競
争
力
の
強
化
、
収

益
力
の
向
上
に
取
り
組
む
。
一

方
、
関
税
削
減
・
撤
廃
の
影

響
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
中

小
企
業
に
対
し
て
は
、
資
金

繰
り
の
支
援
、
販
路
開
拓
の

た
め
の
商
談
会
開
催
な
ど
、

き
め
細
か
く
総
合
的
に
支
援

し
て
い
く
。

Ｑ　
「
道
の
駅
」
と
「
古
代
の

史
跡
・
遺
跡
」
を
観
光
振
興

に
も
っ
と
役
立
て
る
べ
き
だ
。

Ａ　

平
成
25
年
福
岡
県
観
光

入
込
客
推
計
調
査
に
よ
る
と
、

本
県
を
訪
れ
る
観
光
客
の
う

ち
マ
イ
カ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
利

用
が
５
割
近
く
を
占
め
る
。

県
内
16
の
「
道
の
駅
」
運
営

事
業
者
に
観
光
面
で
の
情
報

発
信
の
重
要
性
を
訴
え
、
人

材
育
成
に
も
努
め
て
い
く
。

来
年
夏「『
神
宿
る
島
』宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
が
実
現

す
る
と
、
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
。
本
県
に
は
２
千
年
に

及
ぶ
大
陸
と
の
交
流
の
歴
史

が
あ
り
、
古
代
史
跡
等
も
多

く
残
っ
て
い
る
。
古
代
の
魅
力

を
ス
ト
ー
リ
ー
性
で
つ
な
ぎ
、

「
行
っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
観
光
資
源

あ
る
い
は
ル
ー
ト
を
作
っ
て
い

き
た
い
。
併
せ
て
県
内
各
地
へ

の
誘
客
、
周
遊
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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公
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公
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公
明
党

吉
武  

邦
彦  

議
員

緑
友
会

緑
友
会

緑
友
会

井
上  

順
吾  

議
員

岩
元  

一
儀  

議
員

浜　

  

達
也  

議
員
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